
出雲市総合体育館のネーミングライツパートナー及び愛称について
出雲市総合体育館のネーミングライツパートナーが決定し、愛称が決まりました。
	愛称
	出雲だんだんとまとアリーナ（いずもだんだんとまとありーな）

	ネーミングライツパートナー
	福間商事株式会社　代表取締役　福間　正純
（出雲市長浜町1372‐8）

	愛称の由来
	「だんだんとまと」は、福間商事株式会社が生産・販売する水耕栽培トマトの商品名で、感謝の意を表す方言の「だんだん」が用いられています。
方言で温かいイメージを演出し、多くの市民が新体育館に集い利用されることを想定し、感謝の思いを伝えたいとする意志が込められています。　
なお、愛称に用いる「だんだんとまと」は、農薬使用が極めて少ない方法で生産され、生産過程で発生する二酸化炭素排出量がカーボンオフセット（市Ｊクレジット制度利用）されており、新体育館の基本コンセプトの一つである「人と環境に優しい体育館」に合った愛称となっています。

	期間
	令和6年4月1日～令和9年3月31日（3年間）

	金額
	1,000,000円／年


※ネーミングライツとは
　ネーミングライツとは、スポーツ施設などに、企業名や商品名等の愛称を付与するもので、いわゆる「命名権」です。

　施設の所有者は、「命名権」の対価としてネーミングライツ料を得ます。

ネーミングライツは、新たな財源を確保し市民サービスの向上を図るとともに、企業等の地域づくりへの参画を目指すものです。

